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（大倉山ジョイフルコンサートの皆さん）
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次世代の演奏家を育み、大倉山に芸術の灯をともす

大倉山ジョイフルコンサート
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特集

2013年１月に大倉山記念館ホールで幕を開けた「大倉山ジョイフルコンサート」は先月、港北公会堂ホールで第80回の

節目を迎えました。「日曜日の午後にクラシックを！」をテーマに、奇数月の第３日曜日に開催し、クラシックを中心に、

毎回異なる趣向のプログラムでどなたでも気軽に生演奏を楽しめるコンサートとして、企画・運営を続けています。

「大倉山の芸術の灯を守りたい」と始めて13年。代表の吉田さん（表紙写真前列左から２番目）にお話しを伺いました。

次世代の演奏家を育み、大倉山に芸術の灯をともす

大倉山ジョイフルコンサートの取組を紹介します！

若手演奏家を支え、みんなに喜んでもらえるのが活動の糧となる

地域を巻き込み、まち全体で育む芸術の灯

演奏会への出演依頼から演奏家との打ち合わせ、広報、舞

台準備、集客、当日の運営までのすべてを、20人のメンバー

で担っています。演奏会前のミーティングでは全員が集まり、

資料を見ながら役割分担を確認。ホールのドアの開け閉めや

お客様の案内、プログラムの流れ、演奏家への対応など、一

つひとつを丁寧に全員で共有しています。

10年以上活動を続けてこられたのは、メンバー同士が助け

合い、協力しながら活動を楽しんできたことに加え、地元商

店街の心強いサポートがあったからです。現在は、大倉山を

中心に21の企業・団体が協賛し、活動を支えてくれています。

今後の課題はメンバーの高齢化だと吉田さん。この活動を

続けていくために、新しい仲間を募集しているそうです。

「ここで演奏した若手演奏家が、数年後に国際コンクールで

入賞したこともありました。趣味が高じて足しげく演奏会に

通う中で出会った演奏家たちは、自信をもってお勧めでき

ます。」そう語る吉田さんの目は、

キラキラと輝いていました。

奇数月の第３日曜日の午後、港北

公会堂に足を運び、若き演奏家たち

が紡ぐ魅力あるれる珠玉の音楽に

耳を傾けてみてはいかがでしょうか。

「若手演奏家は、演奏の機会を求めているんです。私たち

の活動の趣旨に共感してくださった方には、好きな曲や挑

戦したい曲など、演奏家自身が選んだプログラムで演奏し

てもらっています。商業主義ではない、思いのままに取り

組める演奏会というのは、実はなかなかないんですよ。」

志ある若い音楽家と出会える楽しみ

長年にわたり、大倉山記念館で親しまれてきた「水曜コン

サート」が、2011年３月に終了したのを機に、当時のメンバ

ーが新たに立ち上げたのが「大倉山ジョイフルコンサート」

です。ジョイフルコンサートの特徴は、選考委員が独自の視

点で選び抜いた若手演奏家の演奏を楽しめること。「経歴だ

けではわからないので、必ず演奏会を聴きに行くんです」と

吉田さんは話します。選考の決め手は、演奏家が放つ“オー

ラ”。「演奏を聴いて感銘を受けたら、その場で出演交渉を始

めることもあります。メンバーの間では、それを『突撃隊』と

呼んでいるんですよ」と、楽しそうに語ってくれました。

演奏会の受付演奏会前のミーティング

https://www.ohkurayama-joycon.com

第81回 演奏会 7月19日（日）
クインテット樹 （木管五重奏）

出演：清水 伶（フルート）、浅原 由香（オーボエ）

亀居 優斗（クラリネット）、信末 碩才（ホルン）

長田 和樹（ファゴット）

詳細はウェブページをご覧ください →

♪ お仲間募集中 ♪

ジョイフルコンサートでは、

一緒に活動する仲間を募集しています。

演奏会の企画・運営に興味のある方！

一緒に活動しませんか？

問合せはウェブサイトから
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「わがまち港北」スポット 港北区ボランティアセンター

　港北区社会福祉協議会（以下「区社協」）が管理運営を行っている「港北区ボランティアセンター」をご存じですか。

こちらでは、ボランティア活動に関する相談・調整や情報提供を行っています。ボランティアコーディネーター

（相談員）が、「したい人」と「必要とする人」をつなぎ、自分にあった活動や充実したボランティア活動を行える

ようにサポートをしています。ボランティアに関心のある人はどうぞ港北区ボランティアセンターへ！

無理なく始められるボランティア活動等をご紹介しています。「できること」から始めてみませんか。

住 所： 横浜市港北区大豆戸町13-1 吉田ビル206
港北区社会福祉協議会内

ボランティアをはじめたいと思うきっかけは人それぞ

れ。まずは、自分の関心のあるテーマやできることから

取り組んでみることを勧められています。ボランティア

活動は、地域や社会に役立つとともに、活動する自分自

身も豊かにしてくれたり、生きがいに繋がったりするこ

ともあるようです。関心のある方は、どうぞお立ち寄り

ください。

公式ウェブサイトはこちら ▶

https://www.kouhoku-shakyo.jp/work/volunteer.html

区社協を拠点として活動しているボランティアグループの

中に、「港北録音グループ」があります。区社協内の対面朗読

室や録音室を利用して、視覚障害のある方々に音声訳のボラ

ンティアをしているグループです。視覚で得た情報を客観的

に捉え、正確に音声で伝えることが出来るよう、自主的な研

修などをしながらしっかり取り組んでいらっしゃいます。

こちらは楽遊学8月号で、より詳細にご紹介する予定です。

ボランティアに関心がある人集まれ！

区社協の情報発信

▲港北区ボランティアセンター 入口

電 話： 045-547-2238 FAX： 045-531-9561

交 通： 東急東横線「大倉山」駅より徒歩7分

©港北区ミズキー

（祝日、年末年始をのぞく）

開館時間： 月～土曜日 ９時～17時

■公式LINEを開設しました！

講座やボランティア情報を随時発信。

おともだち登録お待ちしています。

港北区ボランティアセンター「やすらぎの家」

「やすらぎの家」は2か所目のボランティアセンターとし

て、港北区西部に設置されて

います。新吉田・新吉田あす

なろ・新羽地区在住の方は、

こちらでも相談を受け付け

ています。

メ ー ル： vc@kouhoku-shakyo.jp

ボランティアコーディネートはお任せ

活動しているグループ紹介

最近はボランティアへの関心が高く、問合せも増えて

います。特に学校行事や地域での「ちょっとしたボランテ

ィア（ちょボラ）」を通じて、身近な活動から参加する体験

が関心を高めています。昨年度のボランティア新規登録

者の中には学生さんも多く、活動や施設等へのコーディ

ネートをされたとのことです。

また、ボランティアの依頼は増えるとともに多様化して

いるため、調整に時間がかかることもあるそうですが、

昨年度のコーディネート率は70％を超えていて、相談

員の方の細やかで粘り強い姿勢が数字に現れています。

住所：港北区新吉田町3236

（新田地区センター隣）

受付：月・水・金曜日　10～15時

電話・FAX：045-591-6480

■キャラクター誕生！

港北区社協キャラクター

「ほっぴー」です。よろしくね～。
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区民活動支援センターからのお知らせ

区民活動支援センターの紹介

日吉の本だな交流イベント

日　時：７月5日(日)13:30～15:30

定　員：30人（多数の場合は抽選）

会　場：横浜市大豆戸地域ケアプラザ

（大豆戸町316-1）

応募締切：6月25日(木)

夏にワクワクする講座が盛りだくさん！

港北区 講座イベント情報 検索参 料費加 無今号で紹介するイベント

多文化ママカフェや日本語教室の活

動紹介、「防災」をテーマに外国人に

も伝わる「やさしい日本語」を学びま

す。外国人と支え合い活躍できる関

係づくりについて考えてみませんか。

港北区区民活動支援センター（港北区役所４階48番窓口）

〒222-0032 港北区大豆戸町26-1

TEL&FAX 540-2246   Eメール ko-center@city.yokohama.lg.jp

開館時間 月～金曜 8時45分～17時 （土・日曜、祝日、年末年始除く）

★ 遊学スポット

港北区区民活動支援センター

港北区周辺の団体から寄せられたイベント情報は、右の二次元コードからチェック！

（港北区内・周辺のイベント情報）

港北地域学講座 第１回

講座情報の詳細・申込はこちら

日 時：７月30日(木)50分入替制

①10：15～ ②11：15～

(２回とも同じ内容)

定 員：小学3～6年生 各回5人

（多数の場合は抽選）

会 場：日吉の本だな（慶應義塾大学

協生館1階：日吉４-１-１）

応募締切：7月23日(木)

● 相談・コーディネート

「地域の活動に参加したい！」「活動を広

げたい」などの思いをサポートします。

地域のイベントなどの情報を提供中。

お気軽にお立ち寄りください。

花と緑の楽しみづくり
ワークショップ2026

● 当センターに団体登録すると

① 「会議室」「交流コーナー」が利用できます。

② 「作業コーナー」で印刷機・紙折り機が利用できます。

③ 「情報交換ボックス」が使用できます。

④ プロジェクターや布おもちゃなどの貸出しができます。

⑤ 港北区ウェブサイトにグループ・団体のイベント

情報や会員募集の掲載を申し込めます。

日　時：７月26日(日)10:00～11:30

定 員：20人（多数の場合は抽選）

会 場：港北公会堂 １号会議室

（大豆戸町26-1）

応募締切：7月20日(月)

港北図書館の司書と一緒にインク

の中にかくれた色を調べてみよう

第1回循環を感じるコンポスト講座

食と土・緑はすべてつながっている！

⑥ グループ・団体の活動支援として、スキルアップ

講座や、グループ・団体間の相互交流ができる

カフェなどにも参加できます。

▲センターの
紹介はこちら

ミズキー文庫が区役所３階へ引っ越しました

これまで区役所１階で皆様に利用されていた

ミズキー文庫が、５月１１日に区役所３階に移動

しました。引き続きのご利用をお待ちしています。

ミズキー文庫って

感想を書いたメッセージとともに寄贈いただい

た本を見ていただけます。閲覧は自由、貸出し

は２週間程度を目安にお戻しください。

熊野の森もろおかスタイルによるコ

ンポストと食の循環を通じて環境保

全を学ぶワークショップです。

外国人住民と共に輝く地域づくり
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いろいろ色あそび～水性ペンのひみつ


